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モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る
風
土（
人
）づ
く
り
事
業

呼
び
起
こ
せ
、心
の
奥
の
常
識
を

　

鳥
取
市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教

育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成

15
年
度
か
ら
教
育
懇
話
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
は
、
合
併
前
の
各
中

学
校
区
ご
と
に
保
護
者
や
教
職
員
を

対
象
に
し
た
教
育
懇
話
会
を
行
い
、

家
庭
の
教
育
力
の
低
下
や
学
校
教
育

の
充
実
を
指
摘
す
る
声
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
社
会
性
・
規
範
意
識
・

道
徳
心
の
低
下
」
に
対
す
る
多
く
の

声
（
下
記
参
照
）
を
重
く
受
け
と
め
、

平
成
16
年
度
の
教
育
懇
話
会
で
は
、

こ
れ
を
テ
ー
マ
に
合
併
後
の
18
の
中

学
校
区
で
開
催
し
、
保
護
者
、
学
校
、

教
育
委
員
会
の
３
者
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
（
合
併
後
は
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
も
参
加
）。

中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、
す
べ
て
の
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
、

モ
ラ
ル
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
風
土（
人
）づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

鳥
取
県
教
育
委
員
会
が
平
成
15
年

度
に
実
施
し
た
小
・
中
学
生
対
象
の

基
礎
学
力
調
査
の
中
で
、「
社
会
の

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
そ

う
思
う
」
と
回
答
し
た
鳥
取
市
内

の
小
学
生
は
29
・
０
％
、
中
学
生
は

20
・
４
％
で
、
県
内
４
市
の
中
で
も

最
も
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
参
照
）。

　

そ
し
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
万
引
き
防
止
作
戦
協
力
隊
」が
、
平

成
16
年
７
月
、
鳥
取
県
東
部
地
域
の

高
校
２
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
万
引

き
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、「
自
分
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
、「
絶

対
に
だ
め
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
、

８
割
に
満
た
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

教
育
懇
話
会
で
の

み
な
さ
ん
の
声
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
意
識
に

注
意
信
号
？

い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

ま
た
、
平
成
14
年
度
衛
生
行
政
報

告
例
（
厚
生
労
働
省
調
査
）
に
よ
る

鳥
取
県
内
の
15
歳
か
ら
20
歳
未
満
の

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
は
、
全
国

で
１
位
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
２
年

間
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
教
育
懇
話

会
で
の
ご
意
見
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

特 集

査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
の
意
識
と
実
態
を
踏
ま
え
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組

む
「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を

大
切
に
す
る
風
土
（
人
）
づ
く
り
事

業
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

　
「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を

大
切
に
す
る
風
土
（
人
）
づ
く
り

推
進
委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、

市
民
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
な
ど
を
経
な
が
ら
具
体
的
な
取

り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。
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■提出・問い合わせ先　市役所第２庁舎  
鳥取市教育委員会  教育改革推進チー
ム （0857）20－3368／ （0857）29
－0824／ （表紙下段参照）／eメール 
kyo-kaikaku@city.tottori.tottori.jp

　様式は問いません。持参、郵送、ファク
シミリまたは電子メールで 絶対だめ 大きな問題

ではない
さほど問題
ではない

そのほか 合　計

男　子 850 228 36 27 1,141
比率 74.5% 20.0% 3.2% 2.4%

女　子 1,057 183 12 19 1,271
比率 83.2% 14.4% 0.9% 1.5%

合　計 1,907 411 48 46 2,412
比率 79.1% 17.0% 2.0% 1.9%

そう思う どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そう思わ
ない　　

そう思わ
ない　　

無回答他
わからない

小
学
校

鳥取市 29.0% 39.7% 10.2% 4.4% 16.7%

倉吉市 35.4% 36.0% 10.1% 4.4% 14.1%

米子市 39.0% 40.4% 8.4% 2.4% 9.6%

境港市 33.5% 38.3% 11.5% 4.4% 12.2%

中
学
校

鳥取市 20.4% 45.9% 15.9% 5.0% 12.9%

倉吉市 23.2% 46.2% 13.7% 5.1% 11.8%

米子市 20.7% 44.2% 17.0% 5.3% 12.7%

境港市 20.8% 47.6% 16.3% 5.3% 10.0%

絶対だめ 79.1％

その他 1.9％さほど問題ではない 2.0％

大きな問題
ではない　17.0％

　　　呼び起こせ、心の奥の常識を
　　　　　　　　　　　　　　　鳥取市立湖東中学校　２年　赤

あかがわ

川真
ま み

美
　先日とても苦い経験をした。汽車の中での事だ。私は中学校の職場体験
学習でお世話になる職場へ、下見の為、自宅のある末恒から鳥取まで一人
で汽車に乗って出かけた。その帰りの汽車の中。私が目にしたものは、汽
車の昇降口、地べたに座ってお菓子を食べている二人の女子高校生の姿だ。
びっくりした。けれどすぐに目をそらした。そして、そしらぬふりをして
周りを見まわした。年配の夫婦、小さな子供連れのお母さん、背広姿の人
もいる。皆何事もないような顔をしている。私と同じように。
　早く帰りたい。窓の外を流れる景色を見て思った。やっと一つ目の駅に
止まって、人が乗り降りする。それでも二人は地べたに座ったまま、端の
方に少し移動しただけで、おしゃべりに夢中だ。お菓子をつまむ手も動き
続けている。なんだか、情けないような、恥ずかしいような・・・・。
　その時だ。汽車から降りようとした年配の女の人が、「あんたやぁ，人
のじゃまになるだろうが。」そう言いながら座っている二人の横を通り過
ぎた。「わあっ」と思う間もなく、「うっせー，命令すんな×××××××。」
「うせろ！×××××。」二人がいっせいにまくしたてた。「プシュー。」汽
車のドアが閉まり、何事もなかったように走りはじめた。車内の人達は，
この騒ぎにも，チラッと視線を向けただけで，平然としていた。
　嫌だ。汽車から降りるまでずっとそう思い続けた。二人の女子高生も、
乗客の人達も、そして私自身も、嫌だった。
　座席が空いていないわけでもない汽車の中でなぜ地べたに座るのだろ
う。汽車の中でお菓子を食べたりするのは恥ずかしい事ではないのだろう
か。人前で化粧をしたり髪を何度もとかしたりするのは普通のことなのだ
ろうか。そしてそれを見ていながら誰も知らんぷりなのはどうしてだろう。
私達の心の中にあるはずの常識とか思いやりの心はいったいどこへ行って
しまったのだろう。
　今、世界中で平和や人権が叫ばれ、その一方で戦争をし、核兵器が作ら
れている。最も尊いはずの人の命が奪われていく。いったい何の為に。私
にはその答えはわからない。こんなおかしな世の中だから、常識なんても
う死語に近いのかもしれない。みんな自分を守るのに精いっぱいで、人の
ことなど関係ないのだろうか。一番大切なのは自分自身。そう、私は自分
が大切だ。幸せになりたい。でも、私だけでなく両親も友達も周りの人み
んなが幸せになってほしいと思う。これは、誰もが持っている本当の気持
ちではないだろうか。自分自身を大切に思う気持ち。それと同じように、
人を思いやり、大切にすること。それはあたり前のことではなかっただろ
うか。
　もう一度昔に戻って常識を取り戻そう。
　小さい時、砂場でおもちゃを取りあって、人をたたいておこられた。母
の決まり文句は、「自分がされて嫌なことを人にしたらいけん。」小学校で、
廊下で鬼ごっこをしていておこられた。忘れ物をしておこられた。「きま
りはちゃんと守りなさい。」消しゴムに落書きをしておこられた。給食を
残しておこられた。「物を大切にしなさい。」友達とささいな事でケンカし
ておこられた。「人を大切にしなさい。」周りにはいつも誰かがいて、悪い
ことをしたら、おこってくれた。いい事をしたらほめてくれた。みんなあ
たり前のことだった。あたり前すぎて昔は何も思わなかった言葉が今にな
って重く感じる。私達は、しっかりと学んできたはずだ。誰もが小さい時
から、親に先生に周りの人達に教わってきた。私達の心の奥にしっかりと
常識がうえつけられている。皆が幸せに生きていくための常識が。
　呼び起こせ，心の奥の常識を。
　今世の中で、誰もが平等に、自由に、幸せに生きていくために、私達に
できること。それは、一人一人が、自分自身に語りかけること。他でもな
い、自分自身にだ。
『流されるな。常識を失うな。夢と希望を失うな。』と。

教
育
改
革
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

ご意見・提言などをお寄せください。

▽モラルやマナー・ルールを大切にする風
　土（人）づくり事業について　

▽教育について日ごろ感じていることなど

○今、保護者を見ていても子どもたちを見ていても非常にモラルが欠けていると思う。
地域や家庭生活を見ていて、なかなかモラルが育ちにくい実情があり、道徳性の欠如
を危惧する。このような現状がある以上は、何らかの手だてを講ずる必要があると思
う。
○人の物を盗んではいけない、人を害してはいけないということは、絶対に守らなけれ
ばならないことであり、これは厳しく叱られて当然のことだ。さらに、人に迷惑をか
けないだけでなく、人に不快感を与えないマナーも必要ではないか。
○自分の子どもでなくても、悪いことをしているのを見かけたら、相手に口答えされよ
うが叱ることのできる勇気が大人にはなくてはならない。周囲が見ている、大人たち
の目にが届いているのだということを子どもたちに気付かさせるためにも、大人がか
かわっていく必要があるのではないか。

教育懇話会でのみなさんの声

平成16年度「全国中学生人権作文コンテスト」

鳥取大会最優秀作品

Q. 社会のルール・マナーを大切にしていますか。Q. 万引きについてあなたはどのように
　考えていますか。

（表１）（表 2）

（図 1）15歳以上20歳未満の人工妊娠中絶率
人口 1000 人当たり

中学生からのメッセージ


